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～言葉に対する感覚を豊かにして、先生や友達と心を通わせる経験～ 

 

 昨日のおやつは、「さつまいもチップ」でした。 

 私が２クラスに行った時の会話です。 

 

 〇 私 「今日のおやつは、芋屋金次郎 さんというお店から買ったのよ」 

    ４歳児 Aちゃん 「え～、それって、本を読みながら歩く二宮金次郎 ということ～」 

    その瞬間、クラスみんなで爆笑。もちろん二宮金次郎を知らない子もたくさんいると思います

が…… 

 

 〇 私 「甘い？」 

    ５歳児 Bちゃん 「う～ん、程よい甘さ。美味しいよ」 

    私 「そうなのね。程よい甘さ。美味しいでしょ！ 先生も食べてみよう１」 

    確かに、食感を楽しみながらいただてみると……、なんとも的確な甘さの表現に驚きました。 

 

どこでこのような言葉を覚えるのでしょうか？ 

日常生活のふとした時に、子どもたちの心に響く言葉 があるのだと思います。 

言葉の楽しさ・美しさを共有できた瞬間でした。                      


